
み
ん
な
で

　
　
ま
ち
を
あ
る
こ
う
よ

やわらかなひざしに誘われて

3



　

水
巻
町
の
花
・
木
と
い
え
ば
コ
ス
モ

ス
と
イ
チ
ョ
ウ
。
秋
、
水
巻
町
は
一
年

で
一
番
き
れ
い
な
季
節
を
迎
え
ま
す
。

コ
ス
モ
ス
の
見
ご
ろ
は
10
月
下
旬
。
イ

チ
ョ
ウ
の
紅
葉
は
11
月
下
旬
。

 

さ
ぁ
、
気
候
の
い
い
季
節
に
、
み
ん

な
で
水
巻
町
を
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

東水巻駅

至 

遠
賀
町

水巻駅

至 

芦
屋
町

至 

若
松

遠
賀
川

至 

折
尾

至 

中
間
市
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６
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５

26 34
立
屋
敷
コ
ス
モ
ス
園

黄
金
色
に
輝
く
大
イ
チ
ョ
ウ

5 1
猪
熊
コ
ス
モ
ス
園

5 4

遠賀川河川事務所 遠賀川河口館
　 水巻町猪熊 10-7-1　　 　093-201-1675

9：00 ～16：30（平日）　  土・日・祝日・年末年始
　 あり

遠賀川の風に吹かれて、色鮮や

かなコスモスが揺れています。

休日にはカメラを持ったカップ

ルや家族連れでにぎわいます。

みどりんぱぁーくの周りにも一

面のコスモス畑が広がります。

み
ど
り
ん
ぱ
ぁ
ー
く
周
辺

猪
熊
コ
ス
モ
ス
園

国道３号線をくぐると大きなイ

チョウの木が見えてきます。

日本武尊と砧姫の伝説が残る

八劔神社と大イチョウ。

紅葉の進む 11月下旬には、あ

たり一面が黄金色に輝きます。

 

遠
賀
川
河
口
館

い
ろ
ん
な
体
験
し
て
み
よ
う

遠賀川河口堰にある河口館。ここでは、遠賀
川に住んでいる魚たちを展示しています。なか
なか見ることのできない魚もいるので一見の価
値あり！いろいろなパネル展示もあり遠賀川の
ことを楽しく学習できます。入館無料です。

　

秋
に
な
る
と
一
面
の
コ
ス
モ
ス
に

　

彩
ら
れ
る
遠
賀
川
河
川
敷

　

町
の
西
側
を
南
北
に
流
れ
る
遠
賀
川
。
そ
の

遠
賀
川
に
沿
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
全
長
6.5
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
河
川
敷
公
園
で
は
、
毎
年
秋
に
な

る
と
、
１
０
０
万
本
の
コ
ス
モ
ス
が
ピ
ン
ク
や

白
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
そ
の
姿
は
ま
さ
に
圧

巻
。
各
地
か
ら
カ
メ
ラ
を
持
っ
た
家
族
連
れ
や

カ
ッ
プ
ル
が
訪
れ
ま
す
。

　

こ
の
河
川
敷
コ
ス
モ
ス
園
は
大
き
く
分
け
て

２
つ
の
エ
リ
ア
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
で
は
一

番
下
流
か
ら
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
一
番
下
流
に
あ
る
の
は
猪
熊
コ
ス
モ
ス

園
（
写
真
①
②
）。
こ
こ
は
河
川
敷
だ
け
で
は
な

く
、
土
手
を
挟
ん
で
隣
接
す
る
公
園
「
み
ど
り
ん

ぱ
ぁ
ー
く
」
周
辺
も
一
面
の
コ
ス
モ
ス
に
彩
れ
ま

す
（
写
真
③
）。
そ
し
て
、こ
の
み
ど
り
ん
ぱ
ぁ
ー

く
で
は
毎
年
10
月
下
旬
、
満
開
の
コ
ス
モ
ス
の
中

で
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
猪
熊
コ
ス
モ
ス
園
か
ら
上
流
に
向
か
っ

て
進
み
、
国
道
３
号
線
、
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
の
鉄

橋
を
く
ぐ
る
と
、
そ
こ
に
は
伊
左
座
・
立
屋
敷
コ

ス
モ
ス
園
が
現
れ
ま
す
。
土
手
の
上
の
県
道
脇
に

立
っ
て
い
る
大
き
な
イ
チ
ョ
ウ
の
木
が
目
印
で

す
（
写
真
④
）。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
も
整
備

さ
れ
て
い
て
、
下
流
の
猪
熊
か
ら
上
流
の
伊
左
座

ま
で
自
転
車
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

県
指
定
天
然
記
念
物

　

八
劔
神
社
の
大
イ
チ
ョ
ウ

　

こ
の
伊
左
座
・
立
屋
敷
コ
ス
モ
ス
園
の
そ
ば

に
は
、
八
劔
神
社
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
八
劔
神

社
の
境
内
で
、
じ
っ
と
悠
久
の
と
き
の
流
れ
を

見
守
っ
て
い
る
大
イ
チ
ョ
ウ
。
こ
の
大
イ
チ
ョ

ウ
は
雄
株
の
古
木
で
、
樹
高
22
・
26
メ
ー
ト
ル
、

幹
周
り
は
９
・
７
メ
ー
ト
ル
、
樹
齢
は
１
９
０
０

年
を
超
え
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
争
や
数
々
の
災
害
な
ど
を
乗
り
越
え
、
昭

和
53
年
３
月
25
日
に
福
岡
県
の
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
30
年
た
っ
た

今
で
も
、
し
っ
か
り
と
大
地
に
根
を
張
っ
て
、

水
巻
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
ま
ち
を
見
守
っ
て

い
ま
す
（
写
真
表
紙
と
⑤
⑥
）。

　

こ
の
八
劔
神
社
の
大
イ
チ
ョ
ウ
は
、
日
本
武

尊
が
熊
襲
征
伐
の
と
き
に
立
屋
敷
に
立
ち
寄
り
、

都
か
ら
こ
の
地
に
逃
れ
て
き
た
砧
姫
と
い
う
娘

と
結
ば
れ
て
、
そ
の
証
と
し
て
植
え
ら
れ
た
も

の
と
神
社
の
由
来
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
チ
ョ
ウ
の
枝
に
は
、
気
根
と
呼
ば

れ
る
こ
ぶ
が
あ
り
、
母
の
乳
房
に
似
て
い
る
こ

と
か
ら
、
皮
を
煎
じ
た
汁
を
飲
む
と
母
乳
の
出

が
よ
く
な
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
昭
和
30
年
代
ま
で
は
母
娘
連
れ
の
参
拝
者

も
多
く
、
お
礼
参
り
の
煎
じ
か
す
を
収
め
た
袋

コ
ー
ス
所
要
時
間
（
❶
か
ら
❻
ま
で
の
区
間
）

ウオーキングに
ピッタリ！

いつでも気軽に
サイクリング

み
ん
な
で
ま
ち
を
あ
る
こ
う
よ

ボ
ク
が

い
ち
ば
ん

ここか
ら

スター
ト！

やっぱ
り

コスモ
スも

わたし
も

キレイ
！

ま
だ
だ
よ

お
弁
当
は

　

ま
だ
ぁ
？

八
劔
神
社
と
大
イ
チ
ョ
ウ



中間唐戸D6

水辺の楽校

洞海湾

東水巻駅

折尾駅

中間駅

金山川

川賀遠

黒川

堀川

県立折尾高校

中間市役所

3

もやい石

川ひらた

河守神社

D5

疏水碑

●堀川史跡マップ

D7

D1

D4

D2

D3 一田家累代の墓

※切貫のノミ跡

岩瀬伏越跡

新新

寿命唐戸

か
ら
吉
田
車
返
し
を
通
る
ル
ー
ト
に

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
車
返
し
付
近
は
岩
盤
が

多
く
工
事
は
困
難
を
極
め
ま
し
た
。

土
木
技
術
の
発
達
し
て
い
な
い
こ
の

時
代
、
ノ
ミ
と
ツ
チ
を
使
っ
て
岩
を

砕
い
て
い
き
ま
し
た
。
ノ
ミ
や
ツ
チ

は
、
す
ぐ
に
使
え
な
く
な
る
た
め
、

現
場
近
く
に
鍛
冶
屋
も
設
け
ら
れ
ま

し
た
。
約
４
５
０
メ
ー
ト
ル
の
岩
盤

を
砕
く
の
に
９
年
の
歳
月
が
費
や
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
の
工
事
の
苦

労
を
し
の
ば
せ
る
ノ
ミ
の
跡
は
、
今

で
も
吉
田
の
河
守
神
社
近
く
の
岩
壁

に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
１
７
６
２
年
に
洞
海
湾

ま
で
開
通
、
１
８
０
４
年
に
は
上
流

に
寿
命
唐
戸
が
完
成
し
、
つ
い
に
堀

川
運
河
は
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
堀
川
は
、
石
炭
を
若
松
港
ま
で

運
ぶ
船
に
と
っ
て
、
重
要
な
輸
送
路

と
な
っ
た
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
１
８
９
１
（
明
治
24
）

年
、
若
松
・
直
方
間
に
鉄
道
が
開
通
。

鉄
道
の
方
が
輸
送
時
間
が
短
い
こ

と
や
運
賃
が
安
い
こ
と
な
ど
か
ら
石

炭
輸
送
の
主
役
は
次
第
に
鉄
道
へ

と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て

１
９
３
８
（
昭
和
13
）年
を
最
後
に
、

２
０
０
年
に
お
よ
ぶ
堀
川
の
水
運
の

歴
史
が
幕
を
降
ろ
す
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。
現
在
で
も
川
沿
い
に
は
、

多
く
の
史
跡
が
残
っ
て
お
り
、
堀
川

そ
の
も
の
が
貴
重
な
歴
史
的
文
化

遺
産
と
い
え
ま
す
。

堀川（水巻町吉田）
中間市、水巻町、北九州市をまたいで流れ、

洞海湾に注いでいる人工の運河「堀川」。

D6

歴
史
の
息
吹
を

今
に
伝
え
る

堀
川
の
史
跡
た
ち

中間唐戸（中間市）
今の岡山県吉井川の水門を参考に

1762 年に造られました。

D7

寿命唐戸（八幡西区楠橋）
1804 年完成した水門。構造は中

間唐戸と同じです。

D4

河守神社（水巻町吉田）
６代藩主継高を祭った神社で、堀

川を見守っています。

D5

一田家累代の墓（水巻町吉田）
久作の時代から明治まで続く堀川

請持庄屋、一田家の墓。

D2

もやい石（八幡西区折尾）
川ひらたが休むときに、船頭が綱

を結びつけた石。

D3

川ひらた（折尾高校内）
五平太とも呼ばれ年貢米や石炭の

輸送に用いられました。

疏水碑（八幡西区折尾）
碑文は黒田長成が書いたもので堀川

工事の業績をたたえています。

D1

7 6

切貫（きりぬき）のノミ跡（水巻町吉田）
吉田の車返しにある工事で最も困難だった

場所。今もノミの跡が残っています。

が
近
く
に
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
夏
に
は
緑
に
、
秋
に
は
黄

金
色
に
輝
く
大
イ
チ
ョ
ウ
は
一
見

の
価
値
あ
り
で
す
。

　

水
巻
の
歴
史
に
綴
ら
れ
た

　

堀
川
の
物
語

　

遠
賀
川
か
ら
東
に
１
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
北
九
州
市
境
に

は
堀
川
と
い
う
川
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
堀
川
は
自
然
に
で
き
た
川
で

は
な
く
、
江
戸
時
代
に
人
の
手
に

よ
っ
て
掘
ら
れ
た
運
河
で
す
。
全

長
12
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
堀
川
は
中

間
市
・
水
巻
町
・
北
九
州
市
の
３
市

町
を
ま
た
い
で
流
れ
、
若
松
区
の

洞
海
湾
に
注
い
で
い
ま
す
。

　

１
６
２
１
年
に
、
治
水
目
的
で

黒
田
長
政
が
着
工
し
て
か
ら
、
途

中
の
中
断
を
含
め
て
、
１
８
４
年

の
長
い
歳
月
と
苦
労
を
重
ね
、
幾

多
の
困
難
を
克
服
し
て
作
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

吉
田
と
折
尾
の
間
は
地
形
が
悪

く
、
水
が
わ
き
出
て
難
工
事
と
な

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、
藩
主
長

政
の
急
死
と
藩
内
外
の
事
情
で

１
６
２
３
年
、
工
事
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
。工
事
が
再
開
さ
れ
た
の
は
、

１
７
５
１
年
、
６
代
藩
主
、
黒
田
継

高
の
と
き
で
し
た
。
実
に
第
一
期
工

事
が
中
止
と
な
っ
て
か
ら
１
２
８
年

後
の
こ
と
で
す
。
コ
ー
ス
も
大
膳
堀
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